
チ１話

ぼくはサクラ。春のはじめ、ぼく

と妹はダンボール箱の中で寒さに

震えながら泣いていたんだ。たく

さんの人間がぼくたちに声をかけ

ては通りすぎていった。そんなあ

る日、であったのがチエちゃんな

のサ！

チエちゃんの家はあったかい。ぼくはミルクを飲む

と幸せいっぱいでついウトウト・・。すると、幼稚園か

ら帰ってきたチエちゃんがぼくの眠りを吹き飛ば

すんだ。いつも、いつも、ぼくはチエちゃんと冒険

ごっこをして遊んでいるのサ。そして、あるお月さ

まがきれいな夜、ぼくはチエちゃんの家を飛び出

した。ただ、ただ、遠くへ走りたかったんだ。
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した。ただ、ただ、遠くへ走りたかったんだ。

３ 話話

ぼくは走った。お月さまに向かって、遠く

へ、遠くへと。そこで出会ったのがロック

だ。ぼくのパンをよこどりしたり、イヤーな

やつだった。でも、どういうワケかぼくは

ロックと一緒に旅をすることになったの

サ。そして、たどりついたところは・・！？
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エちゃんの家はあったかい。ぼくはミルクを飲む
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